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「長期宇宙滞在者を食と運動で支える“宇宙専門管理栄養士/理学療法士”の育成」の概要

本提案のポイント

21世紀は宇宙大航海時代である。人類が長期にわたって宇宙で安心・安全に活動するため
には、宇宙環境に適した「食」と「運動（リハビリ）」を通した健康管理が必須である。残
念ながら、我が国だけで無く他の先進国においても「食」や「運動」を通して宇宙飛行士の
健康支援ができるプロフェッショナルはほとんどいない。本提案は、大学の学位制度と学会
の専門医療人認定制度を合理的に合体させ、革新的な“宇宙専門管理栄養士/理学療法士”を
育成するプログラムである。

（様式１）

成果展開の方針

世界初の宇宙専門医療人(管理
栄養士/理学療法士)認定制度。
これまでの人材育成プログラムは、確かに「宇宙」という

21世紀のフロンティアに若者の興味を喚起するものである
が、そのプログラムを履修したとしても何のインセンティブ
も得られない。それゆえ、その人材育成プログラムの国か
らの支援がとまると事業の継続が難しい。本プログラムは、
大学院の学位制度、国の管理栄養士制度/理学療法士制
度と学会の専門医療人認定を有機的に連携し、来る宇宙
大航海時代に備えた「宇宙食」や「宇宙リハビリ」のプロ
フェッショナルを育成するものである。多くの既存領域の垣
根を越え、オール日本で高度な宇宙医療人を育成するモ
デルとなる。

その他アピールポイント

2022年度中に、徳島大学と京都府立医科大学にお
いて、それぞれ宇宙専門管理栄養士/理学療法士の認
定プログラムに基づく大学院生を募集し、2027年度
または2028年度には各大学には数名の宇宙専門管理
栄養士と宇宙専門理学療法士を生みたい。2020年代
後半にはDeep Space Gateway構想（月周回宇宙ス
テーションの建設）やアルテミス計画（月面居住）
が実施されるので、日本の有人宇宙開発にむけて最
適な時期に最適な人材が生み出せると期待している。

プログラム名 宇宙航空人材育成プログラム

実施
体制

主管実施機関
研究代表者名

徳島大学宇宙栄養研究センター

二川 健 実施
期間

令和３年度～
令和５年度
（３年間）

実施
予定
規模

総額 ６０百万円

１年目 ２年目 ３年目

共同参画機関
（再委託先）

京府立医科大学、医薬基盤・健康・栄
養研究所 ２０百万円 ２０百万円 ２０百万円

宇宙専門管理栄養士/理学療法士の近未来像



（JAXA資料より）



なぜ宇宙専門管理栄養士/理学療法士の育成が必要なのか

アルテミス計画にあるように、宇宙大航海時代はもう目の前に!!

宇宙医学（治療）の専門家の前に、
宇宙栄養学や宇宙理学療法学（予防）の専門家が必要

【理由】 ①治療をするには、インフラが未整備
手術をするにも病院などの設備がない

②開拓時代には、治療より予防。
宇宙特有の疾患（筋萎縮、骨粗鬆症など）の
予防に有効なのは“食”と“運動”のみ

ex)新型コロナ：ワクチンと特効薬がない間は 公衆衛生に頼らざるをえない



本事業の体制図

統括
宇宙栄養学

リハビリテーション医学 災害栄養学



年度計画



講義・実習内容

【講義】
I. 「宇宙医学の基礎/宇宙栄養学/

機能性食品学」
1．有人宇宙開発の歴史と宇宙医学
2．無重力環境下における身体応答
3．宇宙環境における身体機能維持
4．宇宙開発の展望
5．宇宙栄養学の意義
6．宇宙食開発の歴史/宇宙日本食とは
7．宇宙飛行士の栄養/機能性宇宙食
8．スポーツ栄養
9．高齢者の栄養
10．宇宙農学の意義
11. 人類の食糧問題：食品ロスとSDGｓ
12．フードテクノロジー革命
13．植物工場
14．ゲノム編集・組換え食品
15．培養肉/昆虫食/代替肉

II．「宇宙リハビリテーション医学/宇宙
運動学」

・リハビリテーション医学・医療総論
1．リハビリテーション医学・医療の意義
2．リハビリテーション医学・医療の歴史
3．わが国におけるリハビリテーション

医学・医療の現状
・リハビリテーション医学・医療に必要な

基礎医学
4．臨床解剖
5．循環・呼吸の臨床生理
6．骨格筋の解剖と生理
7．リハビリテーション医学・医療に

必要な運動学
8．不動による合併症
・宇宙空間で行うリハビリテーション診療
9．診断のポイント、検査・評価法
10．訓練の進め方・ポイント・リスク管理
11．運動療法（筋力増強訓練と持久力訓練）
12．作業療法
13．電気刺激療法の基礎と実際
14．リハビリテーション診療と栄養管理
15．メンタルヘルスとその対応

III. 「災害栄養学など特殊環境の
栄養学/宇宙食材の調理法」

1.  特殊環境の栄養学一般
2.  宇宙における栄養基準
3.  宇宙食と災害食の類似性
4.  災害時における栄養基準
5.  災害時における食・栄養の現状
6.  災害食開発の歴史
7.  日本災害食とは
8.  食品の保存・管理
9.  特殊環境での献立・調理・衛生
10. 栄養アセスメントのポイント
11. 宇宙における健康問題と栄養
12. 災害時等における健康問題と栄養
13. 要配慮者の栄養課題と

おもいやり災害食
14. 災害時の食支援の実際
15. 遠隔地からの栄養支援・受援

下記の内容を系統的に学ぶ：原則e-learning、通年6単位の講義

【実習】 3つの教育・研究施設のいずれかに所属し、１週間程度の実践的訓練を受ける



社会的価値
国民の理解，知的価値，経済的・産業的価値

安全な人類の宇宙への長期滞在，進出に必要な医学的な知識，
食と運動による予防技術などが得られ，国民の関心が高い有
人宇宙活動に必要な医療体制を整備できる。

持続的な発展が可能
以下のSDGsに対して有効：
3: 得られた技術は，長期の宇宙滞在者のみならず，地上の

老化予防にも役立てられる。
4: 有人宇宙開発の未来を担う次世代の教育，育成に貢献で

きる。
6: 限られた水資源の有効利用技術の開発ができる。
8:    管理栄養士や理学療法士に新たなキャリアパスを作るこ

とができる。
9:    新しい食材・運動法を開発することで，新規産業や技術

革新の基盤が作れる。
17:  これまでに確立してきた日本特有の宇宙人材育成法を利

用して、人類の友人宇宙開発に貢献し，世界的パート
ナーシップを築くことができる。



宇宙専門管理栄養士/理学療法士育成の概要図
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宇宙栄養学
宇宙農学
機能性宇宙食
植物工場

宇宙医学
リハビリテーション

医科学
理学療法一般

災害栄養学
災害食

食品の保存・管理
災害時の調理学

宇宙食専門養成コース（仮称）は、令和5年4月1日開設予定です。



徳島大学大学院医科栄養学研究科
入学試験（一次募集）

試験日：令和4年8月23日（火）

出願期間：令和4年7月26日（火）～
8月5日（金）

詳細は下記HPを参照のこと
https://www.tokushima-u.ac.jp/med/
admission/graduate_school/index.html

宇宙食専門養成コース（仮称）に参加希望者は
合格後選択することになります。

8月1日（月）
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